
第１回今治地域造船技能コンクール
配管艤装の部

主 催

今治地域造船技術センター

第３回造船業・海洋産業における人材確保・育成方策に関する検討会　資料１－１２

- 1 -



第１回今治地域造船技能コンクールの概要

１ 開催の目的

今治地域の造船技能者が互いに技術を競うことで、

地域全体の造船技術の底上げを図り、造船技能者

の地位向上へ繋げ、賃金アップ等の処遇改善を促

進する。

２ 開催年月日

平成27年４月26日（日）

- 2 -



３ 競技参加者

※今治市内造船会社８社１０チーム（１チーム２名）
出場者平均年齢 33.8歳（中堅技能者）

●参加資格
配管艤装の職に従事経験年数が15年未満の者

造船会社名 チーム数

今治造船株式会社 ２チーム

株式会社新来島どっく ２チーム

檜垣造船株式会社 １チーム

浅川造船株式会社 １チーム

あいえす造船株式会社 １チーム

しまなみ造船株式会社 １チーム

村上秀造船株式会社 １チーム

伯方造船株式会社 １チーム
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４ 競技の内容
●競技課題
所定時間内に次の
配管オブジェを完成
させる。

●所定時間
作業標準時間（４時間）
打切り時間（５時間30分）

●作業要素・・・管切断、管曲げ、管組立（溶接等）
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５ 審査のポイント

審査項目 ポイント

作業安全面 作業を安全に実施しているか

出
来
栄
え

全体精度 オブジェ全体の寸法精度

一品精度 一品ごとの寸法精度

出来栄え
オブジェの見栄え（フランジ取付
箇所等）

作業時間
作業標準時間を基準に作業効
率を審査
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６ 審査体制
●審査委員（３名）
委員長（１名）厚生労働省職業能力開発総合大学校
委 員（２名）愛媛県高等技術専門校、日本海事協会
●競技委員
首席競技委員（１名）愛媛県職業能力開発協会
次席・競技委員（20名）：今治地域造船技術センター講

師等
７ 審査結果

順 位 会社名

優 勝 今治造船株式会社

準 優 勝 檜垣造船株式会社

第 ３ 位 株式会社新来島どっく
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８ 今後の展開について

今回のコンクール全般で審査委員、競技委員から抽
出された課題（審査方法、審査基準等）を検討・反映し、
次のとおり事業を進めていく。

●2015年12月 「船殻組立」・「溶接」の技能コンクー
ルを開催予定。

技能コンクール開催までの間に、「船殻組立」・「溶
接」・「配管艤装」に関する技能検定を実施予定。
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開会式１ 開会式２

作業風景１ 作業風景２
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完成した作品 作品審査

表彰式（中央は今治市長） 優秀作品の展示
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